
地

球

野

手

玉
谷

し
て
我
串
は
本
朝
を
綿
-
こ

と
に
よ
っ
て
､
い
か
に
似
内
の
あ
ら
ゆ
る

階
級
の
代
人
が

一
致
し
て
槻

カ
の
油
発
に
あ
た
っ
て
ゐ
る
か
､
さ
う
し

て
.∫-ヒ
都
の
仰
桝
と
封
易
を
ど
う
い
ふ
帆
に
や
っ
て
ゐ
る
の
か
､
之
を

1

首
に
し
て
E
本
内
地
と
封
外
交
砂
と
の

姓
き
た
地
現
を
敦

(
ら
九
.ro
の

1で
あ
る
か
ら
'
何
と
い
っ
て
も
材
難

い
常
態
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら

な
い
D
我
噂
は
水
苔
の
売
る
桝
に
於
て
拡
碓
な
紋
計
数
字

の
上
か
ら
･4

し
い
虚
栄
や
ェ
菜
各
般

の
訟
誠
を
ふ
か
め
る
と
同
時
に
封
外
故
脱
の
い

か
に
弛
み
つ
･'
あ
る
か
を
敦

(
ら
九
･る
O
地
班
の
教
授
を
す
る
人
々
は

ま
づ
か
う
し
た

新
出
に
親
ん
で
'
釣
る
後
に
壮
非
を
親
閲
蛇
の
折
節
す

る
郷
鵜
と
し
て
教
授
す
る
や
う
に
心
得
な
-
て
は
な
る
ま
い
.
勿
論
か

ぅ
し
た
納
所
的
兜
易
的
怖
の
み
が
教
授
の
立
錐
で
は
な
い
け
れ
ど
も
'

我
琴
の
努
力
に
仰
っ
て
'
い
か
に
そ
れ
が
酎
外
侶
伯
を
蝕
ず
る
か
を
知

ら
し
む
る
丈
け
で
も
本
省
か
ら
う
け
る
判
然
は
大
き
い
O
幾
番
は
本
薯

を
牝
に
川
ふ
た
三
並
桝
究
仰
の
多
-
の
研
究
貝
に
絶
大
の
感
謝
を
き
ゝ

げ
る
も
の
で
あ
る
｡
(
鮭
川
)

○

現

代

新

彊

ネ
ダ
ー
チ
ン
潜

中
卒
適
評

満
拙
納
所
調
速
命

発
行

先
偶
二
郎
二
十
錦

繭
鵬
洲
蛾
造
林
式
骨
批
総
研
調
査
資
料
妨
七
十
九
節
と
し
て
昨
年
六

月
五
日
銀
行
さ
れ
た
の

む
'
叔
近
に
入
手
し
た
｡
ネ
ダ
ー
チ
ン
氏
は
硯

に
鵜
蛾
訓
悲
番
員
で
あ
る
が
､

ロ
シ
ャ
の
餌
番
と
し
て
十
五
年
'
後
に

支
那
枕
的
弧
と
し
て
十
叫
の
長

い
月
日
を
新
暇
に
過
ご
し
た
人
で
共
彼

も
漸
縦
や
読
癖
梯
樹
新

の
相
関
を
や
っ
て
ゐ
た
人
だ
か
ら
新
拒
藍

川
る

に
申
分

の
な
い
人
と

い
っ
て
よ
い
｡
従
っ
て
評
潜
が

い
ふ
や
う
に
或
は

筋

二
班

]
茜

七
八

洩
り

一
速

の
人
の
施
行
紀
様
の
両
白
味
は
な
-
と
も
'
そ
の

語
る
伊
は

す
べ
て
こ
れ
金
式
の
文
字
で
あ
ら
う
｡

四
六
版
三
讐

云

'
そ
の
日iii
t
次
は
新
は
枇
粗
､
塊
非
'
行
政
'
地
方

及
び
紡
郵
相
､
任
拭
､

ロ
シ
ャ
人
'
北
路
の
暗
闘
'
新
粥
と
ロ
,b
ヤ
'

交
油
'
総
研
､

一
九
三

山
-

三
四
の
回
教
徒
の
反
乱
､
及
び
結
語
の
十

二
輩
か
ら
成
･;j
L
､
呼
に
任
蛇
に
つ

い
て
評
越
さ
れ
て
あ
り
'
償
て
紳

朝
か
ら
印
紙
野
僻

の
た
め
に
派
過
さ
れ
た
輔
洲
人
の
手
撃

l十
端
以
上

も
怯
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
語
り
､
そ
の
糾
問
の
今
日
と
封
比
し
て
触
隈
の

感
慨
を
よ
せ
て
ゐ
る
D
叔
後
に
英
錨

の
祐
旗
と
'
紬
的
資
源
が
論
じ
て

あ
る
｡
本
皆
を
得
て
我

呼
は
は
じ
め
て
'
新
税
が
桝
に
さ
れ
た
｡
我
等

は
こ
ゝ
で

1
塵
こ
の
方
所
を
且
紅
さ
な
-
て
は
な
ら
ぬ
と
考

へ
る
｡
最

後
に
新

ら
し
い
地
糊
も
つ
い
て

ゐ
る
こ
と
を
報
沸
し
て
心
き
た
い
O

暮

(
肱
川
)

ll■ごIL4--
-]'■l
l
〓rII_
l
二

〓l11IJI二一l_ここl1

雑

報
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0
昭
和
十
年
度

文
検
地
理
科
本
試
験
問
題

筆
答

問
題

.i
r
窺
節
帆
地
域
に
仲

村
な
る
山
形
及
び
耕
作
凡加
を
改
迎
せ
よ
｡

二
､
下
北
牛

島
よ
り
北
上
山
地
を
絶
て
牡
成
年
抱
に
糞
る
地
域

の
地
蕊

を
批
辿
せ
よ
｡

三
'
シ
ベ
リ
ヤ
に
お
け
る
米
讐

失
地
の
幹
線
と
榊
輔
と
の
闘
僻
に
つ
き

て
訟
越
せ
よ
｡



均
､
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
Ti
般
文
化
祭
･ー城
を
散
越
し
弗
の
政
柄
地
班
的
納
ー

越
に
論
及
せ
よ
｡

五
'
ベ
ル
I
の
地
殻
を
迎
ぺ
よ
｡
以
上
四
時
帆

口

各

問

題

姉

1
日
(
十
二
月
二
日
)

妨

一
基

ア
フ
リ
カ
洲
崎
射
脚
枚
を
川
ひ
て
'
列
閥
の
勢
力
的
僻
む
批

明
せ
し
め
特
に
エ
チ
オ
ビ
ヤ
を
梯
ぐ
る
英
仰
紛
軒
に
論
及
せ
し
む
O

肪
二
室

支
那
の
耕
地
開
き

が
し
北
東
の
賛
源
に
就
て
訣
別
せ
し
む
｡

撃

二
室

シ
ャ
ム
の
宅

終
車
が
め
し
､
邦
の
奴
松
'
人
抑
'
椀
物
の
特

快
を
靴
明
せ
し
む
.

解
四
基

大
官
視
分

一
日
本
内
地
目
州
分
和
榊
撃
が
L
t
m
に
お
い
て

発

の
試
作
と
し
て
の
冬
作
を
静
ま
な
い
地
方
を
蛸
摘
せ
し
め
弗
の
各

地
域
に
つ
き
地
班
的
桝
僻
を
述
べ
し
む
O

終
末
翁

｢拝
辞1t
ドt
L
五
端
分

tl
'
｢
内
州
｣
(
二
代
分

一
)
の
〓
問
桐
を

示
し
糾
尺
の
恥
る
同

).
地
域
に
就
て
､
m
及
柵
柄
州
の
分
村
山
塊
の

地
形
韓
を
敵
側
せ
し
め
､
史
に

｢
大
阪

光南
部
L
(
ニ
苅
五
千
分

一
)

｢耕
し
(
二
流
五

千
分

こ

の
こ
同
幅
聖

が
し
て
'
大
和
川
の
鞘
河
休
に

於
け
る
現
象
'
脚
池
韓
に
就
て
槻
雛
せ
し
む
｡

節
二
日
(
十
二
月
三
日
)

.i

.
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
紺
地
問
を
川
ひ
て
､
同
大
随
に
於
け
る
気
化

地
形
と
耗
柴
と
の
帥
僻
を
敦
綬
せ
し
む
o

O
濠

洲

新

日
本

貿

易

一
九
三
五
年
鑑
は
日
本
か
ら
蚊
洲

へ
焼

入が
樹
加
し
た
が
､
性
洲
か
ら
日
本

へ
の
輪
州
は
繊
少
し
た
の
で
貿
易

上
の
バ
ラ
ン
ス
は
段
々
と
よ
-
な
っ
て
ゆ
-
も
の
ら
し
い
､
別
も

雄

和

濠
洲
よ
-
日
本

(
備
5

.i
九
三
三
年

九
､
.I
五
六
'
四
五
凹
碗

fI
九
三
四
年

.i
l
'
山
〇
二
､
七
九
八

一
九
三
五
咋

九
'
六

三
三
､
五
二
〇

日
本
よ
-
松
洲

へ
怖
入

三
'
五
三
六
㌧
五
<

一

三
㌧
六
七
六
'
七
三
七

四
二
ハ
11
0
'
七
五
TFITi

で
日
本
か
ら
楠
田
の
三
倍
に
あ
た
る
…淡
洲
=川
が
日
本

へ

輸
入さ
れ
.て
ゐ

た
の
で
'
虫
と
し
て
串
屯
の
輸
入
で
あ
る
?
但
し
本
年
虻
の
緑
川
軒
が

減
少
し
た
の
は
､
半
屯
侶
櫛
の
供
浴
し
た
た
め
で
､
串
毛
そ
の
も
の
ゝ

輸
川
流
は
前
咋
甘
七
十
胡
セ
ン
タ
ー
ル
に
射
し
て
本
年
庇
は
甘
九
十
六

溺
セ
ン
タ
ー
ル
だ
か
ら
二
十
五
胡
セ
ン
タ
ー
ル
聯
加
し
て
ゐ
る
｡

つ
ま

-
日
本
に
於
け
る
尊
宅
脚
光

の
満
は
多
-
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

同
時
に
淡
洲
か
ら
小
毅
も
入
っ
て
-
る
｡
汝
洲
か
ら
日
本

へ
の
主
賓

聴
川
晶
は
滋
の
如
-
で
あ
る
｡

一
九
三
凶
年

1
九
三
五
年

串

毛

1
二
二

二
七
'
六
二

一
櫛

<
'
六
八
〇
二

.L
九

小

歩

1
r
C
四
二
'
二
三
四

二
､
二
七
三
'
〇
九
二

タ

ロ
ウ

一
五
七
'
五
九
三

銑

鉄

二
五
'
八
〇
iE
T

繊
細
脚

七
六
'
九
四
五

郎

鈴

二

二
'
九
三
〇

一
七
四
t
O
t
七

山
四
〇
､

五三
九

二
二
七
､
九
三
四

二
ハ
三
'
五
四
二

別
も
緩
洲
の
小
数
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
=州
日
が
日
本

へ
よ
-
放
れ
て
ゆ

く

の
で
あ
る
O
…探
洲
と
し
て
は
､串
屯
や
小
歩

の
供
給
地
で
あ
る
日
本

へ

的
税
政
雑
な
ど
を
か
け
る
こ
止
は
川
衆
な
い
O

-
方
日
本
か
ら
の
輪
川

も
下
の
如
-
舵
城
で
雨
脚
の
繭
係
は
材
軸
和
地
i･)て
新
柄
だ
と
偲
ふ
｡

l
芸

七
九



地

的
故
人
細
物

細
的
物

タ
オ
ル

陶
磁
船

玩
具

税
額

ガ
ラ
ス
詐

釧

#

1
九
三
四
年

1
p
五
二
〇
､
九
七
八
砂

五
八
〇
'
六

一
七

四
五
へ
三
九
五

二
ニ
八
㌧
九
〇
二

七
四
'
〇
〇
四

六
六
､
七
二
五

三
三
㌧
九
三
八

二
五
'
四
五
七

手
捉
袋
(
女
)

一
三
'
六
二
〇

鱒
二
十
五
怨

一
九
三
五
年

ニ
'
〇
五
三
'
九
四
二

九
五
四
､
0
0
蒐

三
七
'
四
二
五

二
ハ
ニ
'
九
二
三

八
六
二

〇
灼

七

].
.
八

二
三

三
四
'
八
五
九

三

1
.
0
九
光

二
へ
'
八
三
六

0
朝

鮮

各

地

の
特

産

京
敵
迫
の
讐

溺
八
千
石
,
火
清
北
路
の

蜘
草
甘
六
十
航
塔
内
発
色
梯
八
十
五
前
端
甘
九
十
航
脚
に
上
る
O
高
殿

胡
桃
六
官
僚
石
､
忠
清
両

道
の
牢
布
甘
鵜
捌
､
大
安
郡
の
砂
金
五
十
七

視
瓦
宵
五
十
粥
脚
'
再
犯
胡
桃
全
図
地
産
の
五
〇
V
/-1千
三
甘
石
､
二
端

八
千
脚
､
京
魚
挟
飴
郡
内
鵬
江
の
特
産
で

一
尾
四
脚
乃
五
十
糾
'
金
牌

北
逆

の
誤
甘
五
十
二
町
汐
十
三
前
脚
'
郡
山
の
移
出
米
二
宵
溺
石
､
不

二
皮
相

の
内
地
人
弘
蜘
'
三
甘
十
八
戸
､

1
千
五
甘
七
十
三
人
｡
条
州

の
大
批
紙
五
十
前
脚
'
高
山
の
龍
郷
､
磐
山村
貯
水
池
の
鮎
､
会
派

南
造

円
本
縄

の
米
甘
六
鵜
石
､
邦
禰
十
六
前
側
'
敗
北

(
ア
リ
べ
ツ
チ
の
任

･4
､
桝
州
島

の
柵
辞
'
裟
犬
'
月
釦
及
び
乾
海
苔
二
甘
前
脚
'
折
州
品

の
料
巣
状
旋
三
七
三
五
封
鹿
二
Lij玩

山
の
ア
ル
､､,
ニ
ュ
ー
ム
原
曲
'
囲

州
曲
の
仙
北
と

山
薬
炎
､

魔
仙
北
迫
の
米
と
歩
容
二
甘
拭
石
､

齢
二

千
二
甘
舶
右
､
水
庫
は
鰯
'
鮪
､
ア
ヂ
､
大
刀
'
鯛
､
炉
等
千
五
甘
鵡

妨
二
舵

壷

ハ

八

〇

榊
､
鞘
梅
迫
の
小
数
と
小
五
'

串
鼎
､
水
産
物
は
石
骨
魚
'
イ
カ
ナ

ゴ

ハ
カ
ガ
ヒ
韓
､
助
産
物
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
､
蛍
石
､
柿
砂
､
平
安
南

濃

の
触
鵬
淡
六
十
溺
噸
'

コ
ン
ス
タ
ー

チ
､
セ
メ
ン
ト
､
柿
沼
'
焼
酎
'

絹
織
物
､
竿
先
'

釆
'

天
日
擬
､

樋
榊
柵
､
小
利
邦
の
牡
牛
､
平
安

北
泣
水
川
の
紡
怒
川
基
地
の
企
､
洞
脱
税
､
江
脱
油
の
大
豆
三
十
二
瓶

石
､

大
鵬
九
十
五
前
卦
'

ラ
イ
歩
六
千
771J
仔
ポ
､

滞
沓
九
千
祈
､

怒

蜂
､
琉
砲
石
､
成
鍍
磁
路
の
旺
腕
､
朔
盤
､
明
太
魚
､
成
蛇
北
法

の
剛

半
四
千
碩

あ
る
が
大
jE
三
年
以
非
吹
励
､
明
川
の
石
火
､
鰯
と
北
ハ地
産

日脚
t

t
千
川
甘
鵜
脚
本
逆
節

I
r
描
津
を
氾
胎
と
し
納
肥
大
工
場
あ
-

ッ
ル
チ
エ
ク
｡
内
戚
山
高
地
の
ク
ロ
マ
メ
の
木
の
境
か
ら
と
っ
た
舵
｡

0

支

部

の
蜜

柑

験
光
省
帥
孤
か
ら
潮
安
に
池
ず
る
測
油
戚
道
の

料紙
に
柏
鵜
と
い
ふ
部
路
が
あ
っ
て
､
ニ
甘
神
前
に
賦
相
の
栽
培
を
始

め
た
が
､
樹
氷
こ
の
蛾
菰

1
櫛
潮
安
妹
は
支
那
の
蜜
柑
の
産
地
と
な
っ

た
U

そ
の
和
赦
の
一
は
蜜
神
棚
と
も
い
ひ
木
は
揃
-
兼
も
兆
も

大
き

い
､

皮
部
粗
藩
で
皮
部
と
内
部
と
の
間
に

Ph.1蔭

が
あ
っ
て
'
･ib
減
に

堰

(
ず
'
樹
齢

二
十
年
｡

二
は
榊
相
と
い
ふ
'
兼
小
に
し
て
共
り
樹
木

も
煉
小
で
あ
る
'
枕
木
外
方
に
伸
び
典
熱
す
れ
.ば
枚
が
た
れ
て
地
雨
に

鵜
伏
す
る
'
見
解
の
皮
部
机
窓
で
内
部
小

い
'
熟
す
る
に
及
び
皮
部
粉

河
と
な
り
鵜
汁
多

い
､
牧
雀
斑
後
は
群
妹
が
あ
る
､
二
三
ケ
月
間
貯
赦

し
て
甘
-
な
る
'
長
期

の
貯
減
に
堪
ふ
る
は
こ
の
秤
の
特
色
で
あ
る
､

松
雄
-
樹
命
十
年
O
三
は
質
樹
と
い
ふ
枠
の
知
で
政
と
肉
と
碑
蔚
L
酸

晩
が
多

い
､
九
月
下
旬
熟
す
る
､
樹
命
四
､
五
十
年
だ
が
'
北
総
は
少

い
｡
四
に
先
朴
と

い
ふ
の
が
あ
る
が
色

紅
に
し
て
英
､
皮
部
光
輝
が
あ



る
が
肉
が
小
さ
い
､
虹
時
之
を
つ
-
る
も
の
稀
で
あ
る
｡
舶
叫

蛸
閃桃
.I

千
八
甘
町
少
､
出
産
高
は
年
四
五
宵
裾
元
に
達
し
九
月
下
旬

か
ら十
い

月
上
旬
ま
で
あ
る
'
鵜
的
方
法
は
水
川
と
畑
地
で
行
ふ
が

(
一
畝
二
甘

四
十
か
)
に
九
十
本
乃
至
官
本
を
つ
-
る
｡
帯
出
舶
除
な
ど
幼
榔
な
柵

草
の
粉
を
水
に
加

(
て
暁
非
雅
で
ふ
り
ま
-
棉
舵
で
あ
る
O

愉
川
向
は
蘭
味
を
竹
た
る
と
き
に
擁
1位
し
て
納
税
か
ら
荷
造
り
し
て

迭
-
り
川
す
'
品
質
は
轟
潤

の
産
よ
り
も
柵
々
大
に
し
て
甘
味
多
-
内

部
大
で
あ
る
｡
儀
朴
と
祁
柵
の
こ
縄
が
虫
と
し
て
独
特
せ
ら
れ
､
収
北

上
梅
'
新
茶
吸
､
安
岡
､
南
洋
方
面
に
仕
向
け
十
試
綿
内
外
を
川
す
｡

相
補
軸
は

一
般
位
氏
に
貯
ま
九
､

年
末
咋
始

の
時
期
に
脚
谷
‖州
と
し

て
利
用
さ
れ
る
の
で
熱
紺
地
ガ

の
綿
嬰
が
多

い
川
越
の
時
は
打
斤
に
つ

き
十
七
元
内
外
で
あ
る
が
'
･;E
鞘
と
な
る
と
甘
斤
三
十
元
に
も
上
る
'

上
海
や
安
南
方
l,Lm
へ
行
-
も
の
は
･.H
と
し
て
上
品
で
あ
る
｡
恐
ら
-
押

水
指
導
･Wj.し
き
を
柑
た
な
ら
ば
蝕
溌
カ
の
樹
大
を
み
る
で
あ
ら
う
｡

○

支

那

の

油

頁

岩

油
整

定

二
純
あ
る
二

は
聯
蘭

票
等

多

-
は
ポ
火
蝕
附
虹
に
産
す
､
満
洲
撫
順
の
的
試
射
は
毎

の
例
で
あ
る
｡

.I
は
石
的
試
射
で
淡
色
父
は
沖
褐
色
の
片
状
を
な
し
'
淡
索
及
材
磯
崎

を
食
む
､
前
紫
よ
り
柑
る
納
料
は
瑞
然
･:状
拭
朋
で
あ
り
､
役
務
よ
り
柑

る
も
の
は
蝕
状
飽
和
淡
気
質
で
あ
る
｡
帥
寅
･=空
I
順
か
ら
三
十
ガ
ロ
ン

乃
吏
凹
十
ガ
ロ
ン
を
狩
る
は
良
既
で
十
八
ガ
ロ
ン
を
う
る
も
の
は
之
に

つ
ぐ
､
採
収
方
法
は
多
-
花
脚
法
で
あ
る
｡
支
那

で
は
洲
訳
I=村
工
柴
は

栄

だ
綿
に
つ
か
な
い
｡
日
下
政
見
き
れ
て
ゐ
る
の
は
'舵
氷
解
の
茂
名
'

欽
州
､
隣
蛸
省

の
滋
光
'
桃
山
､
山
田
の
相
打
等
で
あ
る
が
､
叔
近
四

部

=～=

川
の
姉
川
､
地
姑
呼
に
多
端
に
棚
減
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
わ
か
っ
た
｡

排
西
で
牧
見
さ
れ
た
式
･=打
は
氾
年
政
肺
も
開
銀
を
計
親
し
､
献
体
は

北
は
桃
川
隙
取
商
の
鵬
麟

牌
か
ら
南
は
僻
地
墳
光
二
琳
閏
の
肺
鶴
餅
に

掩
す
る
的
官
キ
ロ
に
捗
る
も
の
で
其
也
赦
免
は
十
億
岬
に
速
す
る
O
北

卒
地
質
調
査
所
の
計
界
に
よ
る
と

一
噸
か
､三

一
十
三
ガ
ロ
ン
と
し
て
､

文
部
で
梅
年
八
甘
端
仰
の
で内
筒
岩
を
採
掘
す
れ
ば
'
支
那
粗
氷
の
故
人

燃
料
的

〟
借
入
千
鶴
か

p
y
は
容
易
に
防
止
で
き
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
｡
し
か
も
構
山

一
肝

の
州
瓦
岩
は
篠
噸
平
均
五
十
三
ガ
ロ
ン
以
上
の

食
材
免
で
倣
非
で
の
搭
磯
の
一
で
あ
る
と
い
ふ
｡
次
に
四
川
省
の
仙
諜

封
鎖
は
技
棚
嘩
付

の
入
川
調
査
に
ょ
つ
て
猿
且
さ
れ
た
が
界
-;
臓
伊
産

の
油
拭
･=lT.
は
鯨
噸
三
十
ガ

ロ
ン
の
探
油
可
能
で
あ
る
.
鵜
洲
椀
撫
脚
の

祐
噸

t
二
'
二
1.
ガ
ロ
ン
の
食
油
魚
に
比
し
進
に
俊
秀
で
あ
る
と
い
は

れ
る
｡
何
か
も
三
十
櫛

の
庶
的
中
か
ら
光
蛾
の
紺
幾
日-Th-11
六
帆
の
石
帥
及

三
十

1
楯
の
硫
酸
ア
ム
モ
.r
ヤ
が
と
れ
る
O
捷
餌
腺
の
油
式
::k
は
食
油

鼠
が
少

い
け
九
.ど
も
'
鯨
噸

-1
九
ガ

ロ
ン
に
姓
す
る
｡
仰
脱
水
欽
川
の

油
斑
岩
も
食
油T的
親
は
誓

‥川
竺

一
C
.
八
川
ガ

ロ
ン
を
辞
す
Jj
い
ふ
こ
と

で
あ
る

｡

0

支

那

の

石

油

隣
蛸
の

石
肋-1は
廿
-
か
ら
雅
兄
さ
れ
て
･i=
る
も

ので
'
石
油
は
隣
西
系
淡
色
砂

山村内
に
含

ま
れ
挑
西
系
地
層
の
鮭
川
し

て
居
る
北
方
姫
川
'
社
長
'
北
川
の
諦
僻
か
ら
西
方
紫
盤
'
僻
地
､
骨

泉
､
邸
'
巾
部
､
放
射
'
糊
付
の
諦
牌
に
跨
り
姶
ん
ど
供
西
の
二
分

.i

に
及
ぶ
｡
虹
知
仙
川
は
三
十
滋
箇
所
八
糠
に
捗

っ
て
依
る
｡
し
か
し
蛇

図
三

'
四
坤
頃
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
骨
朴
が
二
常
北
十
補
元
で
七
ヶ
所
試
料

1悪

八

T



地

線

妨
二
十
荻
谷

し
て
各
三
十
八
以
下
に
泣
し
た
が
､
結
兆
は
此
-
な
か
っ
た
｡

隣
均
批
准
前
油
拝
州
及
納
鈍
:工
場
は
偶
に
延
長
の
祈
油
甘
旭
が
柵
々

成
約
を
あ
げ
て
ゐ
る
丈
で
､
五
井
を
布
L
t
砧
粍
TTr
仔
帆
で
t

Ji
芥
新

し

い
ljj
細
井
は
=.,.紘
;=j
付
…
で
日
慮

7.
湘
斤
に
も
揺
し
た
が
北
ハ後
胡
減
を
繰

返
し
叔
虹
は
日
産
伸
に
訂
什
乃
至
.L<
甘
斤
に
過
ぎ
な
い
o
設
俳
榊
椛

の

火
中
は
日
本
製
と
謂
は
れ
.tJ
ゐ
る
が
淋
非
方
法
は
科
学
法
で
あ
る
｡
製

煉
舷
に
は

山
郷
段
式
蒸
脚
鍋
が
八
千
汀
､
二
郷
非
溜
鍋
は
二
千
斤
の
原

油
を
仰
理
す
る
｡

ポ
油
迎
搬
及
脱
朝
に
つ
い
て
恢
鞘
北
部
地
方
は
出
荷
前
赦
し
て
?.I,.T路

文

略
鵬
､
交
池
不
雌
で
､
石
油

一
榔
編
IflTT淡
蛸
の
迎
賓
は
三
内
五
分
に

も

隷
す
る
｡
粥
河
は
水
が
急
で
脚
前
が
川
非
な
い
｡
蹄
州

の
肝
盛
な
時

代
に
は
山
紺
州
方
1.両
の
外
納
輸
入
を
附
止
し
た
位
で
あ
っ
た
が
'
今
日

で
は
さ
ら
し
た
力
は
な
い

o
脱
党
慨
柿
は

11
等
梅
榔
讐
:re
党
内
よ
り
=l=

代
三
元
､
二
韓
は
三
先
か
ら
二
元
R
'角
で
あ
る
.

四
川
省
の
石
油
は
姓
の
煎
柿
な
地
織
兜
は
不
明
で
あ
る
が
現
水
称
す

る
蹟
帥
院
は
沌
江
約
梓

の

鰭
胴煤
の
六
非
と
祭
中
噺
発
櫛
の
こ
非
で
あ

る
が
､

thR
江
､
摘
江
､
哨
陵
江
に
も
産
油
地
が
あ
る
.
欝
鵬
の
石
油
非

節

二

班

蒜
八

八
二

は
瓦
斯
を
川
す
の
で
蛾
管
で
拭
家
が
使
用
し
て
お
る
｡
托
閥
二
十

-
坤

に
宵
八
十
倍
瓜
が
川
た
､
閃
超
に
は
な
ら
ぬ
｡

I:mq
州
解
の
前
曲
は
砧
的
'
兜
陽
雨
櫛
の
塊
界
附
近
の
拍
水
神
に
-;
る

州
常
以
前
か
ら
か
ら
九
七

ゐ
る
が
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
｡

所
灰
及
卿
粥
の
ポ
油
の
う
ち
､
四
駆
衝
撃
群
山

一
群

の
油
日
は
曾

つ

て
英
図
人
や
鱗
的
人
が
数
回
の
探
衣
を
し
た
こ
と
が
あ
る
｡
こ
の
川
の

槻
近
で
は
山
間
の
泉
に
も
油
邸
が
浮
び
火
を
つ
け
る
と
立
所
に
燃
焼
す

る
と
い
は
れ
.'
あ
る

.1
英
人
は
此

t.
ヶ
所
の
前
曲
丈
け
で
も
条
北
都
三

有
年
の
川
に
伏
し
狩
る
だ
ら
う
と
き
へ
い
っ
た
｡

新
粥
の
油
川
は
既
知
の
も
の
と
締
沸
t
.a?
淋
'
給
水
､
弛
化
､
塔
城

沙
洛
'
独
和
､
疏
判
の
請
願
で
あ
る
が
そ
の
間
蟹
は
日
下
伴
析
し
て
ゐ

る
'
天
山
附
近
に
も
あ
る
ら
し
い
｡

■1
0
寺
田
博
士
の
計

歌
が
閥
地
球
物
珊
挙
の
務
斗
に
し
て
且
つ
文

窮
境
々
た
り

し
寄
t=I
茶
番
博
士
は
解
脱
晦
日
姑
去
き
れ
.た
｡
小
川
橡
約

博
士
は
我
が
地
球
拳
闘
の
名
を
以
て
新
年
に
至
り
て
弔
詞
を
恕
族
に
送

ら
れ
.た
｡


